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第２回 蒲郡市公共施設のあり方検討市民会議 

グループワーク「公共施設の役割を考えてみよう」 

 

１．グループワークの背景・目的 

公共施設は、市民のみなさまに、福祉や教育、地域コミュニティ活動の促進をはじめとする、

さまざまな行政サービスを提供するために存在します。市民のみなさまのニーズにあった用途

と量の施設が存在することが理想ではありますが、公共施設白書で明らかになったように、蒲

郡市では所有する施設の老朽化、それに伴う維持費、更新費の負担、人口構成の変化によるニ

ーズの変化など様々な課題が浮き上がっています。 

 

そのため、今後の市民会議においても 

・そもそも公共施設にあるべき機能は何か（なくてもいい機能があるか） 

・どのように施設の優先順位をつけていくべきなのか 

といった課題を検討していく必要があると考えられます。今回の会議では、このような課題

も踏まえて、グループワークを行っていただきたいと思います。 

 

２．グループワークのスケジュール 

 １３：１０～１３：２０ 進め方についての説明 

 

 １３：２０～１３：４０ STEP１：公共施設は住民にとってどうあるべきか 

 １３：４０～１３：５０ STEP２：「評価軸」の設定 

 １３：５０～１４：２０ STEP３：施設の「評価軸」図への配置 

  

１４：２０～１４：３０ 休憩 

  

１４：３０～１５：００ STEP４：発表準備 

 １５：００～１５：２０ グループワーク結果の発表（各グループ 10 分） 

 １５：２０～１５：３０ ファシリテーターからの講評 
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３．グループワークの進め方 

STEP1：公共施設は住民にとってどうあるべきか （１３：２０～１３：４０） 

 公共施設は住民にとってどうあるべきか、みなさん各自のご意見を出してください。 

 

①まず、自由な発想で、できるだけ多くの意見を付箋に書き出し、模造紙に貼り付けてくだ

さい。 

（例） ・できるだけたくさんの人が利用できる 

    ・駅やバス停などの近くにあるべき 

    ・少しの人でも切実なニーズがあれば利用できるべき 

    ・信頼できるサービスを受けることができる 

    ・住んでいるところのすぐそばにある 

    ・集客などまちを元気にすることができる 

    ・開館時間が長く、遅くまで開いている 

    等 

 

②貼り付けられた意見を、同じような意見をまとめてグループに分類し、各グループにタイ

トルを付けてください。 

（例） ・「利便性に関する意見」のグループ 

    ・「まちづくりに関する意見」のグループ 

   ・「安全・安心な生活に関する意見」のグループ 

   等 
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STEP２：「評価軸」の設定 （１３：４０～１３：５０） 

STEP１で議論した内容を踏まえ、下図のような縦・横の「評価軸」を設定してください。 

横軸は、右が「市の施設として必要である」、左が「市の施設としては必要でない」となっ

ています。行政が運営することによる信頼性等が重要かどうかや、現在の社会の中でニーズが

あるかどうか、民間企業が運営する施設であっても良いか等を評価する軸になります。 

縦軸は、STEP1 で出された意見をもとに、評価軸として表現して設定してください。 

縦軸は、複数考えていただいても結構です（その場合は追加の模造紙をお配りします）。 

  

例） 

    

 

 

 

 

 

利便性が高くあるべき 

市の施設として必要である 市の施設としては必要でない 

利便性は低くてもよい 

第１象限 第２象限 

第４象限 第３象限 

・できるだけたくさんの人が利用できる 

・住んでいるところのすぐそばにある 

・開館時間が長く、遅くまで開いている 

利便性が高い／低くても良い 

STEP１で出された意見のグループ 
評価する視点の言葉にする 

評価軸として設定 

評価軸として設定 

横軸は予め設定済 横軸は予め設定済 
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STEP３：施設の「評価軸」図への配置 （１３：５０～１４：２０） 

STEP２で作成した図に、公共施設の種類ごとに、どこにあるべきかを配置してください。 

 

①まず、皆さん一人一人に、市の各担当（市長、文化担当、体育担当…）になったと想定し

ていただきます。グループ内で、どの方がどの担当になるか決めてください。各担当は、

市民に各分野の適切なサービスを提供するための施設のあり方を考えなくてはいけませ

ん。また、限られた予算で最大限のサービスを提供する必要があります。 

 

②各担当になってみて、施設を図に配置してみてください。予算が限られているので、全て

を行政で運営する（右側に配置する）ことはできません。縦軸についても同様に、できる

だけ広い範囲に配置してください。 

 

③各担当の方が貼り付けた施設の位置についてグループ内で議論してみてください。議論の

結果によって位置を動かします。 

 

もしかすると、意見が対立するかもしれません。意見を押し通すことが目的ではないのでそ

の場合は、その場合は両論としてなぜ対立するのかを論点として教えてください。 

 

【各担当（カッコ内は用いる付箋の色）と配置する施設】 

担当（付箋の色） 配置する施設 

市長（青） 

※司会担当 

市役所、支所・サービスセンター、警察署、消防署、郵便局 

インフラ担当（青） 

 ※初期担当 

ごみ焼却場、上下水処理場、斎場、市営住宅 

文化担当（ピンク） 市民会館、図書館 博物館 科学館 文化財・資料倉庫 

体育担当（ピンク） 体育館、市民プール、テニスコート、武道館、公園 

福祉担当（黄） 市民病院、保健センター、勤労福祉会館、診療所、 

老人ホーム・老人福祉施設 

地域担当（黄） 小学校、中学校、保育園、公民館、津波避難タワー・避難ビル、 

防災倉庫  

観光・産業担当（黄緑） 観光案内所、産直センター、水族館、ショッピングセンター、 

コンビニ、テーマパーク  

※市長役の方は、グループ内での司会をして下さい。 

※インフラ担当役の方は、書記として議論の内容のメモを取ってください。 

  （最後の発表時に議論の内容をまとめて頂きます。その際に参考とするものです） 
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STEP４：発表準備 （１４：３０～１５：００） 

 発表いただく準備をお願いします。発表資料は書記の方がまとめていただいたメモを参考に、

皆さんで作成してください。 

    

①評価軸について説明してください。 

どのような議論があって、評価軸を作られたか、説明をお願いします。 

 

②配置した図について説明してください。 

各施設の配置にあたって、どのような議論があったか、説明をお願いします。 

 

③各象限について、今後の施設整備のあり方を考えてください。 

 第１～第４象限の各施設について、今後どのように施設整備を進めるべきか、 

 皆さんで議論いただいた上で、説明をお願いします。 

 

④その他、議論を通して気づいた点など、自由にご意見をお願いします。 
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グループワーク記録  グループ名（   ） 

横軸のタイトル 

※複数設定した場合は

全て記入してください 

① 

② 

③ 

評価軸の 

設定理由 

 

 

 

 

 

配置の際の議論 

（議論が多かった

施設やその議論の

内容など） 

 

各象限の施設の 

今後の整備方針 

※横軸を複数設定した

場合はどれかひとつの

軸についてご記入くだ

さい。または複数の軸

についてご記入された

い場合は追加用紙をお

配りします。 

第

１ 

 

第

２ 

 

第

３ 

 

第

４ 

 

その他、議論を通

して気づいた点な

ど 

 

 


